
心
原
性
塞
栓
症
と
は
心
臓
の
中
に
で

き
た
血
栓
（
血
の
塊
）
が
血
液
と
一
緒

に
血
管
を
流
れ
、
手
や
足
、
脳
の
血
管

を
詰
ま
ら
せ
て
し
ま
う
病
気
で
す
。
原

因
と
な
る
疾
患
に
は
い
ろ
い
ろ
と
あ
り

ま
す
が
心
房
細
動
が
そ
の
ひ
と
つ
に
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

心
臓
は
心
房
と
心
室
と
い
う
２
つ
の

部
屋
が
規
則
正
し
く
収
縮
と
拡
張
を
繰

り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
血
液
が
体
全
体

に
流
れ
る
よ
う
に
動
い
て
い
ま
す
。

（
心
臓
に
流
れ
て
き
た
血
液
は
ま
ず
心

房
に
入
り
次
に
心
室
に
入
り
ま
た
血
管

に
送
り
出
さ
れ
流
れ
て
い
き
ま
す
。
）

心
房
細
動
に
な
る
と
部
屋
の
１
つ
で

あ
る
心
房
の
動
き
が
細
か
く
震
え
る
よ

う
な
動
き
に
な
り
勢
い
よ
く
血
液
を
心

室
に
送
り
出
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
で
心
房
の
中
に
滞
る
血

液
が
多
く
な
っ
て
し
ま
い
血
栓
が
出
来
や
す
い
状
態

に
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
出
来
た
血
栓
が
心
原
性
塞
栓

症
の
原
因
と
な
る
た
め
心
房
細
動
の
管
理
と
治
療
が

重
要
に
な
る
の
で
す
。
心
房
細
動
で
の
血
栓
予
防
に

は
ワ
ー
フ
ァ
リ
ン
と
い
う
血
液
を
固
ま
り
に
く
く
す

る
お
薬
で
管
理
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

超
音
波
で
心
臓
を
見
る
と
血
液
が
滞
っ
て
い
る
部

分
は
白
く
も
や
も
や
と
し
た
煙
の
よ
う
に
見
え
、
血

栓
は
白
い
塊
と
し
て

見
え
ま
す
。
心
臓
内

に
こ
の
よ
う
な
所
見

が
見
ら
れ
な
い
か
私

た
ち
臨
床
検
査
技
師

は
注
意
深
く
観
察
し

な
が
ら
検
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
に
つ
い
て

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗

原
、
ウ
イ
ル
ス
分
離
、
遺
伝
子
検
査
の
い
ず
れ

か
が
検
出
さ
れ
て
診
断
さ
れ
ま
す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感

染
症
検
査
試
薬
に
は
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
と

確
認
検
査
が
あ
り
ま
す
。
当
検
査
室
で
は
、
Ｈ

Ｉ
Ｖ
抗
原
抗
体
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。

厚
労
省
の
発
表
に
よ
り
ま
す
と
、
平
成
21
年
の
日

本
に
お
け
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
・
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
患
者
の
新

規
発
生
件
数
は
１
４
５
２
件
で
し
た
。

【
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
の
自
然
経
過
】

左
表
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
の
自
然
経
過
を
表
し
た
グ
ラ

フ
で
す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
後
約
１
ヶ
月
で
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
様
症
状
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
に
は
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
状
態
が
平
均
で
１
０
年
間
程
続
き
ま
す
（
無
症
候

性
キ
ャ
リ
ア
）
。
こ
の
状
態
を
過
ぎ
る
と
、
免
疫
力

低
下
に
よ
っ
て
、
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
発
症
前
に
発
熱
、
下
痢
、

リ
ン
パ
節
腫
脹
、
体
重
の
減
少
、
口
の
中
に
白
い
斑

点
が
出
来
る
と
い
う
症
状
が
し
つ
こ
く
続
き
ま
す
。

や
が
て
健
常
人
で
は
通
常
感
染
し
な
い
病
原
性
の
低

い
微
生
物
な
ど
の
感
染
（
日
和
見
感
染
症
）
や
腫
瘍

な
ど
の
合
併
症
を
発
症
し
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
期
に
な
り
ま
す
。

【
治
療
の
現
状
】

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
の
治
療
は
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
へ
の
進
行
を

防
止
す
る
た
め
に
、
抗
Ｈ
Ｉ
Ｖ
薬
を
２
～
４
剤
を
服

用
し
ま
す
。
一
般
的
に
、
臨
床
症
状
、
免
疫
機
能

（
Ｃ
Ｄ
４
陽
性
Ｔ
リ
ン
パ
球
数
）
、
血
中
ウ
イ
ル
ス

量
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
ま
す
。
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RSウイルス感染症について

RSウイルスは、冬季の11月～3月ぐらい
に流行のピークがみられ、下図のように、
当院での検出状況もおおよそ同様の傾向
となっています。

RSウイルス感染症は、すべての年齢層
に対し、普通感冒、気管支炎、細気管支
炎などの急性呼吸器感染症を引き起こし
たりしますが、その中で問題となるのは、
2歳未満の乳幼児がかかりやすい細気管支
炎です。症状は、4～6日の潜伏期を経て、
微熱・咳・鼻水などの上気道症状が2～3
日続き、その後、呼吸性喘鳴（ぜいめい）・
哺乳力低下・多呼吸・チアノーゼなどの
症状がみられます。特に、3か月未満の乳
児では、無呼吸を呈し重篤化することも
あるため、早期診断が重要となります。
当検査室では、鼻腔のぬぐい液から、R

Sウイルスを約20分で検出可能な迅速診断
キットを取り入れています。

チェック！

夕飯の定番メニューといえばカレー。

そこで、検査室の女子職員に我が家のカレーの

隠し味を聞きました。１位ソース・ケチャップ、

２位チョコレート、３位りんご。他には牛乳、醤油、

インスタントコーヒーなど。意外なところでは

赤ワイン！。カレーにはそのご家庭のこだわりの

味があるようです。

編
集
後
記

心房内（左心耳）に出来た

直径が約１．５㎝の血栓です

12月1日は世界

エイズデーで

した。 皆で

検査を受けま

しょう！

検査技師会での学術活動
去る11月7日、市立函館病院で

第66回道南地区会臨床検査技

師会が開催され、当検査室か

ら３演題を発表しました。ま

た11月13・14日には、木古内

町国保病院で第47回道南町立

病院検査技師会が開催され、

松本技師が「当院における輸

血検査の現状と課題」と題し

て発表してきました。

「継続は力なり」

早
い
も
の
で
、
今
年
も
あ

と
一
ヵ
月
を
切
り
ま
し
た
。

こ
の
一
年
間
、
臨
床
検
査

室
新
聞
を
ご
愛
読
し
て
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
分
り
や
す
さ
を
モ
ッ

ト
ー
に
書
い
て
き
ま
し
た
が
、

ど
う
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

来
年
も
よ
り
一
層
分
り
や

す
く
、
充
実
し
た
内
容
を
お

届
け
し
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
検
査
室
新
聞
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

感
染
者
の
免
疫
状
態
を
示
す

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
の
進
行
速
度
を
示
す

HIV感染


